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教育課題 研究主題

生 徒一人一人 の個性 ・適性 を生 か し、主 体的 に生 きる力 を育て る指導 の工 夫

1主 題設定 の理 由

今 日、子供 たちを取 り巻 く環境 は大 き く変化 してい る。科学 技術 の進歩 や情報化 の進 展 は、

もの の豊 か さや便利 さを もた らしたが、人々の心 の豊 か さを失 わせて い るとい う指摘 が ある。

また、都 市化が進ん だ地 域社会 では、地域 での助 け合 いや異年齢 の子供 た ちの遊 びが減 少 し、

人 間関係 の希 薄化 が進 んで いる と言 われ る。 さ らに、少子化 や核 家族化 が著 しく進展 して い る

家庭 で は、子供 に対 す る過保護 や過干 渉の傾向を ます ます 強め、子供 たちに意 欲や成就 感 を体

得 させ る機 会を奪 って しま って い るとも言 われて いる。

この よ うな環境 の中で育 て られた子 供 たちの多 くは、 自主性 や主体性 に乏 しく、物事 に対 し

て消極 的 になって きて いる。 また、困難 に耐 えてそ れを克服 しよ うと した り、新 しい課題 に創

造 力を働 かせ なが ら挑戦 した りす ること も、容 易 にで きな くな って きて い る。

これ か らも激 しく変 化す る社会 に生 きて い く子 供 たちに とって、社 会 の変化 に主体 的に対 応

で きる能力 や創造力 を身 に位 け ることは、 ます ます重要 にな って きて い る。とりわけ、思考力 、

判 断力 、表現 力 などの能 力や、創造性 の基礎 とな る直感力 な どは、子 供 たちが生 涯 を通 じて 学

び続 け、 た くま し く生 き抜 いて い くための基盤 となる力 であ る。

そ のた め、学校教育 にお いて は、基礎 的 ・基 本的 な内容 を重視 し、一人一人 の個性 ・適 性 を

生 かす教育 の充実 を図 る ことが重要 であ る。特 に中学校段階 の生 徒 は、心身両面 にわた る発 達

が著 しく、 自己の生 き方 にっ いて の関心 が高 まる時期 にあ る。生 徒の このよ うな発達段階 を 考

慮 しなが ら、一人一 人の生 徒 が主体 的に 自己の特性 にっ いての理 解を深 め るよ う指導 ・援 助 し

て い くことは、極 めて大切 で ある。 また、一 人一 人の生徒 の人格 の価値を尊重 し、個性 の伸長

を図 りなが ら、社会 的資質 や行動力 が高 ま るよ う指導 ・援助 してい くこ とも必要 で あ る。 その

ため には、学校生 活 がすべての生 徒 に とって有意義 で興味深 く、充 実 した ものにな る ことを 目

指 さな ければな らない。

以上 の よ うな背景 や状況 を踏 まえ、「生徒一 人一人 の個性 ・適性 を生 か し、 主 体 的 に生 き る

力 を育 て る指導 の工夫」 とい う本 主題 を設定 した。

教育 課題部 会で は、進路指導 分科会 と生活指導分科 会 とに分か れ、それ ぞれ の視点 か ら生 徒

の主体 的 な活動 を考察 し、体験 的学習 に主眼 を置 いた研究 実践 に取 り組 んだ。

進 路指導分科 会で は、職場 体験 や職業人 との交流 にっ いて研究実践 を行 い、生活 指導分科 会

で は、各教科 や特別活動 の具体的 な実践 を通 して研究 に取 り組ん だ。
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H進 路指導分科会の研究

進路指導分科会副主題

生徒一人一人の主体性と個性を生かす進路指導の在り方

1副 主題設 定の理 由

「1年 生 で身近 な職 業調べ、2年 生 で職場 訪問、3年 生 で上 級学校訪 問」 とい うよ うに進 路

指導 にお ける体験活動 はある程度 の広 が りと定着 を見せ てい るものの生徒 の進 路 に対 す る意 識

の高 ま りは、私 たち教 師が期待す るほどには至 って いない現実 が ある。また、生徒 の実態 と し

て、「自分 の進路 に無関心」「高校 に は行 きたいが勉強 は した くな い」 「過程 よ り結 果 を重視 す

る」「何事 にっけて も指示待 ち」 な ど とい う指摘 もあ る。

21世 紀 は社 会の変化 が激 しく、学 校で学 んだ知識 だ けで は対応 で きな い と考 え られて い る。

そ のため、 これか らの学校教育 にお いて は 「自分か ら学 ぼ うとす る意 欲 」 「問 題 解決 の ため の

思考力 や判 断力」「自分 を表現 で きる力」 などが求 め られて いる。 こ う した要請 に対 して、 教

科 において は指導 と評価 の工夫 に向 けての取組 みが進 め られてい る。 また、進 路指導 で も 「生

き方」 の指導 が重視 されて いる。各学校 ・学年 で啓発的 な体験 活動が実践 されて きたが、生 徒

自身 の生 き方 には結 びっ いて いない状況 があ る。 その理 由 と して は、①体験活 動 が単 な る行 事

に終始 して いる、②3年 生の進路指導 が出 口指導 に陥 って しま って いる、 な どが考 え られ る。

こ う した現 実を踏 まえ、 これ までの体験活動 の不十分 な点 を改善 す る方 向 と して 「個 に応 じ

た実体験活動 」を行 うことで 「将来 の進路 に視野を広 げ られ る生 徒」 「進 路 に対 して主 体 的 に

考 え る生徒 」「進路 を考 え る上 で 自 らの個性 を生 かそ うとす る生徒」 が育 っ と考 え 、上 記 の副

主 題 を設定 した。

2研 究 の方 法

副主題 に迫 るために、私 たちは体験活動 の工 夫 ・改善 の視点 を 「生徒 の主体 性 と個性」 を生

かす ことにあて、職場体験 と職業人 との交流 会2っ の実践 に取 り組 んだ。

本分科会 で は、次 のよ うな点 に重点 を置 き硬 究を進 めた。

(1)生 徒 の興 味 ・関心 のあ る職業 を 「予備調 査」 で把握す る。

(2)生 徒 の希 望が生 か され るよ う事前 ア ンケ ー トを工夫す る。

(3)教 科 や特別活動 と関連 させ た事前 ・事後 の指導 を工夫す る。

(4)受 け身 で はな く、実 際 に体験 した り、質 問事項 を考 え させ るよ うに工夫 す る。

(5)体 験活動 後 に生徒 の意 識調査 を実施 して指導 の工夫が どのよ うに生 かされたのか、分析 ・

考察 を行 う。
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3研 究の構造

副主題 生徒一入一人の主体性と個性を生かす進路指導のあり方

ーー

目指す生徒像 ○将来 の進路 に視野 を広 げ られ る生 徒

○進路 に対 して主体的 に考 え る生 徒

○進路 を考 え る上 で自 らの個性 を生 か そ うとす る生 徒

↑

具 体的実践 ○職場体験

・教科(美 術)と の関連 を図 る。

・個 々の生 徒 の希望 を尊重 し、訪 問先 を決 め る。

・実際 に職業 を体験 させ る。

○職業 人 との交流会

・事前 の ア ンケー トを参考 に、職業人 を招 き、話 を聞 く。

・受 身 の話 だけでな く、 デ ィスカ ッシ ョンを取 り入れ る。

・学校 行事 ・学年 行事 との関連 を図 る。

↑

工夫 ・改善 の視点 ○他 の教育 活動 とのかかわ りを工夫す る。

○可能 な限 り生徒 の選択 の幅を広 げ、希望 、意 見を尊重す る。

○生 徒 の個性 や適性 に応 じられ るよ うにす る。

↑

仮 説 「個 に応 じた体験活動 を行 うことによ って 、主体 的 に生 きる生徒 が育っ 。」

↑

実態と課題 ○進路 を考 え る上で、 目先 の ことに と らわ れす ぎてい る。

○ 自 ら進 んで、進路を真剣 に考 えよ うと しない。

○ 自己の個性 を生か した進路選択 がで きない。
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4研 究の 内容

(1)ア ンケ ー トの結果 と分析

本 分科会 で は職業体験学 習を計画す るに当た り、今 の生 徒の興味 ・関心 あ る職 業を把握 し、

関心 あ る職業 を通 して学習 す ることで、生徒 がよ り興 味を持 って職場体験学習に臨む とともに、

自分 の将来 にっ いて も考 え ることが で きるのではないか と考え た。

まず、予備調 査 と して 「中学 生の興味 ・関心 のあ る職 業」を調べ るために、120種 の職 業 を

示 し、その 中か ら、一人 が5種 の職業を選択す るとい う方法で ア ンケー トを行 な った。ま た そ

れ以外 の職種 があ る ものにっ いて は、 その名称 を記入 させ た。下記 にその分析結 果 を示 す。

〈興 味 ・関心 あ る職 業 の内容〉

男女 と も 「華 やか さ、 カ ッコよ さ、 目立 ち、専門職 、自分 の興 味 が生 かせ る。」 とい った も

のが選 ばれて い る。 また、 中学生 の職 業 に対す る関心 は混 沌 と した現 代社会 を反 映 し、職 種 も

第3次 産 業 に偏 り、 カタカナ名 の もの も多 い。親か らの期待 と察 せ られ る ものがあ るほか、 テ

レビや雑 誌 などの メデ ィアか らの情報 と思われ る ものが非常 に多 い。そ して、興 味 ・関心 は個

人 によ って大 きく異 な って い る。

〈男女 の特徴〉

女 子 は比較 的早 い時期 か らか な り自己理 解が進 んでお り、興味 ・関心 ある職業 は現 実的 で あ

る。将来 的 にみて も自立 で きる職業 、花 や動物 と触 れ る職業、漫画 ・ア ニメ ・遊技場 な ど ロマ

ンチ ック さの残 る もの、芸 術的 な ものなど多彩 であ る。それに比べ男子 は、スポーツ選手、ゲー

ム ソフ ト制作者 、芸能人 、 レーサー、騎手 とい った、 自分の将来 を考 えた とい うよ り、憧 れ や

興味 、趣味 の延 長的 な ものが多 い。1・2年 生 で は、近 年の サ ッカー ブームに相 ま って ス ポー

ツ選手 へ の関心 は高 い。 また、芸能界へ の願望 は高 く、 テ レビ等 メデ ィアの影響 の大 きさに驚

か され る。
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<2学 年 の特徴>

2年 生 の男子 に見 られ る特徴 と して 、サ ラ リーマ ンや公務員が増 えてお り、現実 を考 え るよ

うにな った と思 え る。 また、芸能 人や レーサーや騎手 といった憧 れ の要素 の強 い職業 に興 味 が

増す か と思 う反面 、声優 ・俳優 が減 って いる。 このよ うに、憧 れや興味 と現実 の職業 との間 で

大 きく迷 ってい る様 子 が うかがえ る。女子 では、通訳 、 アナ ウ ンサ ー、医 師、調理 師等 の職業

に就 きた い とい う傾 向が あ らわれ るが、 いずれ も現実的 であ る。
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大3く 揺れ動 く2年 生(男 子抜粋)

興味 ・関心率(%)

[⊃サラリー▼ン 十 レーサ噌 ○脚手 ◇ マジシケン

二
大きく揺れ勤 く2年 生(女 子抜粋)

興味 ・閑心率(%)

2年3年

△輿傍優X医 ・鱒医者 ▽公務員 ロ アナ・牛亨スター 十輝狸師
0医 歯科

㌔:ご
㍗♀

△う;二1=トx通 訳

〈学年 に よる変化〉

男女共 に学年 が進 む にっれて現実 的にな って くる。女子 は、順位 に変動 があ るもの の大 き な

変 化 はみ られ ない。 男子の場合 は、3年 生 になる とスポー ッ選手 ・ゲ ーム ソフ ト制作者 が激 減

し、現実 的な職 業 が増加 す る。 また、興 味 ・関心 ある職業 の種類 も学 年が進 むにっ れて多 くな

り、同時 に1つ の職業 を 占める割合 も小 さ くな って いる。
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〈 ア ンケ ー トか らみ た職業 の分類〉

ア ンケ ー トの結果 か ら、中学生 の興 味 ・関心 ある職業 は次 の4っ に分類す ることが で きた。

A自 分 の趣味 や興味 を最大 限仕事 に生かせ る もの

ペ ッ ト業 花屋 カメ ラマ ン 通 訳 ゲ ーム ソフ ト制 作者 イ ンス トラク ター

ツアー コンダク ター

B専 門的 な技術 や特殊 な才能 を必要 とす る もの

スポー ッ選 手 コンピュー タ技 術者 エ ンジニア 俳 優声 優 アナ ウ ンサー 演 奏

家

C資 格や免許の入る職業

保母 教師 美容理容師

D社 会や人の役 にたっ職業

国家地方公務員 警察官

医者 薬剤師 看護婦 自動車整備士 調理師

消防士 駅員
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(2)実 践 その1職 場体験 の実践(第1学 年)

ア 目 的

ω 働 く人 との交流 や職場 での実体験 を通 して、職業 に対 す る理解 を深 あ ると ともに、働 く

ことの厳 しさや喜 び、働 くことの意義 を学 び、 自らの意 欲的 な生 き方 を探 る。

ω 職場 体験 を通 じて、人 と人 との生 きたマナーや エチケ ッ トを学 ぶ。

(ウ)職 場体験 を通 じて、主 体的 に進路 を選択す る能 力を高 め る。

イ 実施計 画(● 教 師の動 き ○生徒 の動 き)

月 実 践 内 容

1 ○学 級活動 「将 来の夢 や希望 と進 路 の学 習」「自分を知 る」 「職 業 と仕 事」 など にっ
学
期 いて 学 ぶ 。

夏休み ○宿題 「美術科による身近な職業調べ」

○美 術 ……宿題 の発 表会(作 品展 示含む)

9 ●進路指導部 ・学年会にて職場体験の原案検討

○学 級活動 「ア ンケー トによ る意識 調査」「働 くことの意義」 にっ いての学 習
月
「職 場体験」 の説 明

○学級活動 「体験先希望調査」

10 ● 事 業 所 の リス トア ップ

●各 事業所 ・施設 に職場体験 の依頼(口 頭→ 文書)

○学級活動 体験先の検討及び決定→職場体験班の編成

月
●体験先の一欄表作成

○学級活動 各体験先の事前学習

●各 事業所へ の経路 ・経費 の確認

○学級活動 各体験班で質問事項の検討 経路 ・経費の検討 「行動計画書」の作成

○学年学活 職場体験の心構えと諸注意

11

職 場 体 験

●出発指導→1,本 部(待 機 ・受付)→ 下校 指導2,巡 回

月
05・6校 時 に 実 施

○ 出発→訪問 ・体験→ 帰校→報告→下校

○学級活動 「報告書」「感想文」 の作成 「ア ンケー トによ る意識調査 」
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12

月

●事後指導(報 告書のまとめ)

○学級活動 生徒 による礼状の作成 「報告書」のまとめ 「体験発表会」

○学年集会 「体験報告会」

ウ 実践 におけ る具体的 な工夫

ω 教科 との関連 につ いて

職業 に対 す る意識付 け と して、美術科 の夏休 みの宿題(身 近 で働 く人 を描 く)を 利 用 し

て実施 し、報告 会 も行 った。

(イ)体 験先 の選 定 につ いて

可能 な限 り、地域 との関連 を密 に して、個 々の生徒 の希望 を尊重 で き るよ うに、下 記 の

よ うな流 れで行 った。

〈選定 までの流 れ〉 体験 先希望調査→体験 先の決定(訪 問先一 覧表 の作成)

(ウ)事 業所 ・施設 へ の依頼 につ いて

実体験 を させて いただけ るよ う依頼 した。(口 頭 と文書)

国 体験班 にっ いて

体験希望職種 にて班 を編成 した。(原 則 と して学級内 で編成)

理 由 ・ ・可 能 な限 り生徒 の希 望 を優先す るが、各事業所の体験者 の希 望人数(平 均 的 に

5～6人)に 合わ せて、体験 班 の人数 がまちまち にな らないよ うに配 慮 した。

(オ)質 問事項 にっ いて

○仕事 の内容 ○資格 と条件 ○仕事 にっ いた動機 ○仕事 にっいて の感想(よ か っ た

こと ・残念 だ った こ と)○ 中学 時代 の取 り組 みに対 す るア ドバ イス ○ その他

(カ)報 告 会 などの事後指導 にっ いて

各班 か らの報 告書 をま とめ させ、各学級 と学年集 会で発表 した。

エ まとめ

職 業 に対す るア ンケー ト調査 の結果か らみ る と、職場体験 前 と後 で は、生徒 た ちは次 の

よ うな変容 をみせ た。下記 の㈲ ～㈲ は、 ア ンケー ト調 査の結 果 であ る。

ω 興 味が持 て る仕事が 自分 に一 番適 して いると思 うので、 自分 が興味 を持 て る仕事 を将 来

は した い と考 えて いる。(体 験前45%→ 体験後32%)

ω 好 き嫌 いに関係 な く、 自分 の適性 にあ った仕事 があ ると思 うので、 自分 の適 性 にあ っ た

仕 事を したい と考 えて い る。(体 験前21%→ 体 験後33%)

(ウ)自 分 の能力 にあ った仕事 が、一 番 自分 に適 してい ると思 うので、 自分 の能力 に あ った 仕

事を したい と考 えて い る。(体 験 前4%→ 体験後2%)

国 好 き嫌 いに関 係 な くな るべ く収入の多 い仕事 を した いと思 う。

(体 験前7%→ 体験後4%)

㈲ ある程度 の社 会的地位 の得 られ る仕事 にっ きた いと考 えて い る。

(体 験前3%→ 体験後1%)
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㈲ 大企 業の よ うな大 きな組織 の中 で働 くよ り、小 さ くて も自分 の能力 が発揮 で きる仕事 に

っ きたい と思 う。(体 験 前7%→ 体験後12%)

㈲ 自分 自身の ことよ り も多 くの人 のためにな る仕事 にっ きたい と思 う。

(体験 前7%→ 体験 後10%)

(ク)健 康 を害 して は幸福 はない と思 うので、 自分 の健 康を第一 に考 えて仕事 にっ きたい と考

えて い る。(体 験前3%→ 体験後3%)

㈲ 自分 自身の夢 や希望 より、家庭 を第一 に考 えた仕 事 にっ きたい と思 う。

(体験前3%→ 体験後3%)

また、体験 前 は具体 的な希望職種 を持 たない生徒 が56%と 非常 に多 か った の に対 して、

体験 後 は23%と 減 少傾向 を示 した。

次 に、 今後体験 してみた い職業 にっ いて は、下記 に示す よ うにな った。

(7)機 械 の製造 、組立 、修 理 などの仕事(体 験前15%→ 体験 後16%)

(i)デ ザイ ンな どの美術 系の仕事(体 験 前13%→ 体験後9%)

(ウ)販 売業(体 験前13%→ 体験後18%)

国 サ ー ビス業 な どの仕事(体 験前11%→ 体験後8%)

この よ うな生徒 の変容 は、職業 を実際 に体験す る ことによ って、職業 にっ いて の知識 が深

ま り、希望 が明確 にな った結果 と考 え ることが で きる。例 えば、

① 「工業 デザ イ ン系」 の仕事 を希望 して いた生徒が 、 自分 の希望 す る職業 が 「機 械製造 」

の一分 野 であ ることに気 がっ き、そのた め、体験 して みたい職業 が 「デザイ ンな ど美術 系 の

仕事」 か ら 「機械 の製造 ・組立 ・修理 な どの仕事」 に変 わ って いった。

② 「身近 な職業調 べ」 の時 は、中小 自動車整備工場 の職業調 べを行 い、 「職 場体 験 」 の時

は大手 自動車会社 の販 売営業所 の職場 体験 した生徒 では、「身近 な職 業 調 べ 」 直後 に は 「自

分 は、絵を描 くことが好 きで、 自動車 関係 の仕事 に も興 味を もって いるので、 自動車整 備 工

場 で働 く人 の絵 を描 きま した。みんな忙 しそ うに手際 よ く働 て いる姿 をみて、仕事を す る こ

とは大 変 な ことだ と思 いま した。 この職業 にっ くために は、工業高 校 を卒業 して、専門 学 校

に入 り、国家試験 に合 格 しなければな らないそ うです。 この絵 を描 いて みて、 自分が将 来 を

考え るきっか けにな りま した。」 と書 いてあ った。 さらに、職場 体験 後 の感 想 文 の 中 に は、

「大手 自動車 会社 の販売営業 所の仕事を体験す る中で、新車 を デザ イ ンす る仕 事 が あ る こ と

を聞 きひ ょっと した ら、自分 に向いた仕事なのではないか と思 いま した。」 とい う一文があ った。

以上 の ことか らも分 か るよ うに、 これ らの生 徒 は自分が 目指す職業 を職場体験す る中 で、

具 体的 に発見 で きた もの と思 われ る。職 業を実体験 させ る ことは、生 徒達 の職業 や仕事 に対

す る知識 を広 げるだけで な く、 自分 の将来(進 路)に 対す る考 えが、単 なる夢物語 で はな く

具 体性 を増 し、 よ り深 く考え る きっか け とな った と考え られ る。

また、職 業を 自 ら選択 させ る ことは、生徒 が真剣 に 「職場体験」 に取 り組む たあ、個 々 の

生 徒の主体 的 な進路選択 能力を高 める ことに有効 であ ること も分か った。

(3)実 践 その2職 業人 との交流会(第1学 年)

ア 目的
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ア

イ

ウ

イ

複数 の講師 か ら興 味 ・関心 の高 い講 師を選 ばせ主 体性 と個性 を伸 ばす。

会社訪 問 やイ ンタ ビュー ・交流会 を通 して社 会性 を育成す る。

今 までの進路学習 の まとめ とし、 これか らの指針 にす る。

実施計 画(● 教 師の動 き ○生徒 の動 き)

月 実 践 内 容

1

学

○ 中学 生 と しての出発(中 学生 にな っての心構)

○学習 にっ いて考 え る(学 習習慣)

期
○ 自己紹 介 を しよ う(自 己理解)

夏休み 020年 後の 自分(将 来 の夢)作 文 を書 く。

9 ○職業 にっ いて考 え る

月 ●職業人 との交流会 につ いての原案検討

○職業 人 との交流会 の概 要説明 ○興味 ・関心の ある職業 のア ンケー ト→集計

●講演 会を行 う職業 人の選択 ・連絡 ● 文化祭 への参加形態 ・取 り組 み の検 討

●講 師 に対 して文書 による講 師依頼 、交 流会 の目的 の説 明 と講演 内容 の説 明

10
○希望 による職業 人 との交流会 の班編成 ・班 ごとに質問項 目を整理

● イ ンタ ビューに際 して礼儀 や言葉遣 いにっ いて指導

月
○講演 を行 う職業 人への イ ンタビューの実施(講 師 との連絡 、 日程調 整)

○ イ ンタ ビューのま とめ(模 造紙 にま とめて文化 察 に展示発表 を行 う準備)

● 当 日の流 れの再検討

○職業人 との交流会 の しお り作成

○文化祭 で展示発表 ○ しお りの読 み合 わせ ・講 演者 の選択 の理 由や質問 の まとめ

● しお りの点検 ・当 日の流 れの確認 ・礼状 の作成

11 ○職 業人 との交流会分科 会の進 め方の指導 ・リハーサル

○職業人 との交 流会実施 ・感想 文の作成 ・しお り整理 ・まとめ

● しお りの点 検

月 ○分科会 での報 告 のま とあ

●職業人 との交 流会を行 っての職 業や進路 に対す る意識 の変 容を感想文等 か ら探 る。

○文集の作成開始

ウ

ア

イ

実 践 におけ る具体 的 な工夫

単 独 な行事 としてで はな く、1学 期 か らの進 路の取 り組 み と関連 させ なが ら実 施 した。

文 化祭 ・夏季休業 中の課題 とも関連 を持 たせ なが ら実施 した。
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(ウ〉 広 く講 師 と して招 き、希望を重視 して職業 人を選択 させ主体性 を養 うよ う工 夫 した。

国 イ ンタ ビューを通 して直接社会 に触 れ る機 会をっ くり職業 に対 す る意識 を高 めた。

㈲ しお りを読 み ま とめ ることで進路学習 の理解 を深 める とともに、生徒 の意 識 の変容 が 分

か るよ うに しお りの作成 を工夫 した。

ウリ)イ ンタ ビュー ・交流 会 は生徒 の主体性 を重 視 して実施 した。

㈲ しお りを まとめた り、交流会 の文集 を作成 す る等を通 して事後学習 に も配 慮 した。

エ ま とあ

しお りの中の感想文 に、「多 くの先生が こられたので私 の 目指 して い る職 業 が あ りま し

た。交流 会 に積極 的 に参加で きま した。」「仕事をす ることを簡単 に考 えて いたが、講 話 を

聞 き質 問す る中 で厳 しさがわか った。」「交 流会 は面倒 くさい と考 えて いたが、 もっとた く

さんの先生 方 の話 を きいて みたか った。」 があ った。 これ らの こ とか ら、 次 の よ うな こ と

が考 え られ る。

(ア)複 数 の講 師を招 き選択 肢を広 げた ことで、興味 ・関心 の高 い講師 を選択 で きた。

α)選 択肢 を広 げた ことで、交流会 に取 り組 む興味 ・関心 を高 め る ことがで き、交流 会 に対

して積極 的な活動 につなが った。進路学習 への取 り組 みの意 欲が高 ま った。

(ウ)主 体性 や個 性 を生 かす ことによ って学習効 果を高 める ことがで きる ことが分か った。

(4>実 践 その3職 業 人 との交流会(第1学 年)

ア 目的

生 徒 に とって身近 な職業 人の話 を直接聞 くことで、働 くことの意義 を考 え る。

イ 実施計画(● 教 師の動 き ○生徒 の動 き)

○ 「身近 な人 に聞 く仕事」 の レポー トの方法 にっ いて先 生 の話 を聞 き、

の準 備をす る。(学 級,個 人)

○ それぞれが作成 した レポー トをク ラスで発表 し、 様 々 な職 業 が あ る ことや 、仕 事 の

様子 を理 解す る。(学 級)● 講 師候補 との連絡 、選 択の ための資料作成

○発表 され た レポー トの中で詳 しく聞 いてみた い ものを選択 す る。(個 人)

○決定 した講 師 の方 の略歴 紹介を聞 き、質 問を考 え る。(班,個 人)

●質問 の決定 、講 師 との連絡

○ 「職業人 との交流会」 当 日(学 年全体)

O学 習 を終 わ って の感想 をま とめ、 ク ラスで発表 す る。(個 人,学 級)
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ウ 実 践 におけ る具 体的 な工夫

㈲ 生 徒 に とって身近 な人材 の活用

保 護者 の協力 を得て 、生 徒の学習へ の興味 ・関心 を高 める工夫 を した。

ω 指 導計画 に基 づ いた指 導

計 画 的な指 導 を行 い、夏休みを有効 に利用 す ることで、学習 を深 め るよ うに した。

㈲ 個性 や適性 に応 じた学 習単位 の設定

学 習単位 を個人 、班 、学 級、学年 と設定 し、生徒 の個性 を生 かせ るよ う工夫 した。

レポー ト発 表 の時 は生 徒 ど うしのデ ィスカ ッシ ョンも行 った。

ω 基 礎 ・基 本を押 さえた上で生徒 の興 味 ・関心 を生かす指導

講師 の選 択 にあた って、広 く様 々な職 業が ある ことを視野 に入 れ た上 で生 徒 の興味 ・関

心 を生 かす ための ア ンケー トを実施 した。

ア ンケ ー トの作成 に当 た って は本分 科会の ア ンケー ト結果(P6)を もとにA,B,C,

Dの 分類 か らそれぞれ1っ 選 ばせ る方 法を と った。 この結果 を もとにAは 編 集関係 、Bは

楽器制作 演奏関係 、Cは 救命救急関係 、Dは 空港設計 関係 の4者 に講 師 に依頼 した。

㈲ 事前 指導 の充 実 と学 年行事 の一環 と して の行事 の位 置づ け

講 師決定後生徒 に質問用紙 を配付 し、講師 に聞 きたい ことを記入 させ た。教 師側 で整 理

の上 、講師 に事 前 に連絡 し講演 内容 に反映 させ た。また、交流会 を学級 委員会 の活動 の一

環 と して位置 づ け、学級委 員 に司会進行 を させた。

エ まとめ

「これ までの学 習 と今 日の交流会で分 か った こと、気づ いた こと」を レポー トで提 出 さ

せ学 習前 と学 習後 の生徒 の意 識 の変容 を調 べた。生 徒の主 な感想 は、次 の とお りで あ る。

① 自分 がその仕事 を本 当に好 きで なければい けな い。好 きだか ら、 こん なに長 続 き した と

思 いま した。苦手 だ った ら、 こんなに長 くは続か ない。仕事 を決 め ると きは、心か ら自分

を見っ め る必要 があ ると思 った。 ② どん な仕事 も中学時代の勉強が基礎だ と思 った。 しっ

か り毎 日勉強 したい。 ③人 間関係 が大 切だか ら、友達 を大 事 にす る。

これ らの こ とか ら、次の ことが言 え る。

ω 指導 のね らいを明確 に し指導計画 を工 夫す る ことで、学 習効果が高 ま る。

指導者 が指導 のね らいと計画 を生徒 の実態 に合 わせ て作 成 し、計画 的な指導 を展 開 す る

ことで、生徒 が無理 な く学習 に取 り組 め指導効果 が高 ま った。

ω 学 習者 の意志 を尊重 した選択 の機 会を作 る ことで、学 習効果 が高 ま る。

学 習者 に十分 な指導 を行 い、情報を提供 した後 で選択 の機会 を設 け、結果 を尊 重 した こ

とが、生徒 の意 欲 を高 め積 極的 な学習 を展 開す ることにつ なが った。

(ウ)保 護者 の協 力 、学年 の他の行事 との関連 を図 ることで、学習効果 が高 ま る。

進路指導 を学校 のみで行お うとせず、保護 者の協力を得 た ことが効果的 であ った。 また

学年 の他 の指導 と関連 を図 りなが ら展 開 した ことが効果 を上 げた。

ω 体験 の場 を多 く設 ける ことで、学 習効 果が高 まる。

救 命救 急 の講演 後 に実際 に救命救 急士 の服 を着 る、楽器製 作の講演後 に琴 や三味線 の材

料 に触 る、編集の講演後 に本の原稿を見 るなど、疑似体験の場を もった ことが効果的であった。
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5研 究の まとめ と今後 の課題

(1)研 究の成果

ア 事 前指導 の充実 によ り、進 路 に対す る興味 ・関心 が増 す。

職 業調 べ ・教 科 の課題 ・報告 会 などで、進路 に対す る意識 付 けの意味 を兼 ね、興味 。関

心 を引 き出す工 夫を行 った。事前 に、将来 どの職業 に就 きた いか、 どの職業 に憧れ て い る

か とい う意識調 査 も実施 し、当 日に向 けて の冊子作 りや模造紙書 きなどで、予 備知識 の 学

習 を行 って いたた め、職場体験 や職 業人 との交流会 では、生徒 の気 持 ちがす んな りと入 る

ことがで きた。その ため、面 白 く聞 けたとか、関心を持 って参加 で きた とい う感想が 多 く

見 られ、生徒一 人一 人 の心 に残 る体験 となった。

イ 個性 を生 か し、主体的 に参加 す ることで意欲が向上す る。

充実 した事前 指導を進 めてい く中に も、意欲が高 い生徒 ばか りで はなか った。そ こで、

教 師側 の一方 的な与 え方 や グループ分 けで はな く、生徒 の希望 を尊 重 し、本人 の聞 きた い

職業人 ・体験 した い職 場 を選 ばせ、小 グループを編成 させ た。各 グル ープ ごとに準 備 や係

分担 を した結果 、それ まで積極性 を見 せなか った生 徒がや る気を 出す傾 向が現 れ、主体 的

に意見 や質問 を考 え、全体 の場 で発表 す ることがで きるよ うにな った。身近 にあ る会社 や

地 域 との触れ合 い とい う親近感 も手伝 って、生徒 の個 に応 じた取 り組 みが進 路学習 と新 し

い自分 の発見 一 自己理 解 に対す る意欲 の向上 に役立 った。

ウ 興 味 ・関心 の あ る職 業人 との交流 で、望 ま しい職業観 が形 成 され る。

事前 の調査 で、職業 に対 す る考え方 ・イメー ジを漠然 と捉 えて いた生徒 も、職業人 の話

を聞 き、意 見交換 とい う相互 交流を行 うことで、仕事 の喜 び ・辛 さな ど具体 的 ・現実 的 な

知識 が増 え、職 業 に対 す る概念 が豊富 にな った。 それによ って、将来 に向 けて これ か ら何

をす るのかを考 え る きっか けとな り、職業的 な自己実現への意欲を高 あ、望 ましい職業観 ・

勤労 観 を身 にっ ける効果 があ った。 また、職場体験 にお いて は、実際 に体験 し、社 会人 と

間近 に接す ることによ り、実施 前 よ り職業 に対す る理解 と認識 が深 ま った と言え る。

工 事 後指導 の充 実で、主体 的に進路 を選択す る能力 が高 まる。

実 施前 の資料 づ くりと、実施後 の感想文 ・レポー トの発表 会にお いて共有体験 を味 わ わ

せ ることで、将来 に対す る夢 や希望 を抱 く生徒が、以前 よ り増 えた。 この取 り組 み で、進

路 に対 す る真剣 な姿 勢 や考 え方 を持 つ力を育て、 自分 を最 も生 か して い く道 と方法 を探求

し、主 体的 に進路 を選択す る基礎 的な能力を高 める ことがで きた。実体験 と共有 体験 で学

習 の定着 が図 られ、次 の指導 や取 り組 みへの移行 が、滑 らか に続 け られ た ことも一っ の収

穫 であ った。

(2>今 後 の課題

ア 日常 の教 育活動 に計 画的、持続的 に指導 ・助言 を与えて い く時 の、生徒 の変容過 程 の分

析 と、生徒 の意識 の変化 が分か る調査 や評価方法 の工夫 ・開発を さ らに推進す る。

イ

ウ

エ

オ

職 業人 との交流会 で は、仕事 に関す る疑似体験 を取 り入れ る工夫 をす る。

学 校教育全般 の中 に創意 ・工 夫を こ らし、学校行事 との関連 にっ いて研 究をす る。

職 場開拓 をす る上 で、PTA・ 地域 との連携 を 日常 的に密 にす る。

指導組織 を よ り一層整備 し、継 続的 ・系統的 に指導 を行 い、主体的 に 自分 を見っ め個性

を生 か した 「生 き方」 を考 え させ る進路指導の在 り方 を探 る。
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皿 生活指導分科会の研究

生活指導分科会副主題

自己の個性 を生か し、心豊 かに生 きる生徒 の育成

1副 主題設 定の理 由

これまでの学校教育 で は、知識 の伝達 に偏 り、知識 の量 を重視 す る学力観 に立 って い た と

の指摘 があ る。 これか らは、生徒 が主体 的 に生 きて い くことがで きる資質や能力、す なわち、

自 ら考 え、判断 し、表 現 した り、行動 した りで きる能力の育成を目指す、新 しい学力観 に立 っ

た教育指 導を展開 す ることが求 め られて いる。

今 日の中学 生 の姿 に は、「夢 や希望 を もち、 それを素 直 に表現す る こ とが 少 な い」、 「様 々

な活動 に臨む姿 に意欲 が見 られない」、「指示を待 って行動す る傾向が大 きい」等 々 と指 摘 さ

れ る ことが多 い。 この要 因の一つ に、人 と人 との豊か な触 れ合 いが少 な く、 自分 のよ さや可

能性 を 自覚 で きないで いる生徒 が増 えて きて いる ことが考 え られ る。

上記 の問題を解決 して い く上 で必要 な ことは、次 の三点 であ ると思 われ る。

(1)望 ま しい人 間関係を育 み、 自分 自身や他人へ の信頼感 を高 め る こと。

(2)自 己の理解 を深 め、 自信 を もたせ ること。

(3)体 験 を通 して、 もの ごとを最 後 まで成 し遂 げ る忍耐力 を養 うこと。

これ らの ことか ら、各教科及 び特別活動 にお ける様 々な体験 的な活動 の方 法を工夫 ・改 善

し、人間的 な触 れ合 いを基盤 と した教 育活動を展開す る ことが大切 であ ると考え、本副 主 題

を設 定 した。

2研 究の方法

研 究実践 に当た り、副主題 にあ る 「個性」 をど うとらえ るか、「心 豊 か に生 きる生 徒 」 と

は どの よ うな生 徒 なのか にっ いて、文献研究及 び先行研究 の調 査を実施 した。 さ らに、現 在

の生徒 が 日常 の生 活 にお いて、 どの ように自己を理解 してい るか にっ いて、実態把握 の た め

の ア ンケー ト調 査を行 った。

次 に、副主題 に あたるよ うな生 徒を育 成す るための仮説 を以下 のよ うに設 定 した。

仮説

各教科及 び特別活動 における様々な活動 を通 して、生徒一人一人 に 自己理解 を深 め さ

せ、 自己向上 への意欲 をもたせれば 、自己の個性 を生 か し、心豊か に生 きる生徒が 育 っ

であ ろう。

仮説 に基づ いた実践 を行 うたあ に、具体的方策 について検 討 を重 ね た結 果 、 「生 活指 導

の機 能を生 かす教科指導 の在 り方」 と 「特別活動 におけ る工 夫 ・改善」 の両 面 に視点 を お

いて研究実践 を進 あ ることと した。
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3研 究の構造

主 題 生 徒一人一 人の個性 ・適性 を生 か し、主 体的 に生 きる力を育て る指導 の工夫

副主題 自己の個性 を生か し、心豊 かに生 きる生徒 の育成

生徒 に見 られ る課 題

① 夢 や意欲 に欠 け、達成感 を味わ う こ

とな く、個性 を十分生 か して いな いよ

うに思わ れ る。

② 人間関係 の希 薄化 や体験不足 か ら、

思 いや り ・感動 ・感謝 な どの、心 の豊

か さが失 われて いるよ うに思われ る。

↓

学校 に見 られ る課題

① 教育 活動 にお いて、人間 的な触 れ合

いが依然 と して少 ない。

② 生 徒一人一人 の立場 に立 った教育活

動 が十分行 われて いない。

↓

研 究の課題

め ざす生 徒像

学校生活 で成就感 を味わ う生徒

① 目標を確立 し、 その達成 のための行動 を選択 し、決定 で きる生徒

② 自分 のよさを生 かす とともに、他 の人を尊重 で きる生徒

め ざす学校像

① 人間的 な触 れ合 いを基盤 と した教育が展開 で きる学校

② 生 徒 の個性 ・適性 を的確 に と らえ、生かす ことので きる学校

↑

研究 の仮説

各 教科及 び特別 活動 にお ける様 々な活動 を通 して、生 徒一人一人 に 自己理解 を深 あ さ

せ、 自己向上 への意欲 を もたせれば、 自己の個性 を生 か し、心豊 かに生 きる生徒 が育 つ

であ ろ う。
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4研 究 の内容

(1)生 徒の実態調査

ア 実態調査 のね らい

本調査 では、学校生活 の中で一人一人 の生徒 が 目標 を もち、人 間的 な触 れ合 いを通 し

て 自己の個性 ・適性 を生 か して いるか。 また、自己の向上 へ の意欲 を高 めて い るか等 を

調 査す る。

イ 実態調査 の主 な項 目 と結果 〔対象生徒1年335名 、2年509名 、3年296名 〕

A.『 学校生活の中で目標をもって努力していますか』 ■ ア、よく努力している
[コ イ、努力している

圏 ウ、あまり努力していない

睡 工、努力していない

020406080

B.『 集団の一員として、役割や責任を自覚 していますか』

100

■ ア、よく自覚している

ロ ィ、自覚している

麟 ウ、あまりしていない

騒 工、自覚していない

020406080100

C.『 学級や学校の一員 として学校をよくしていこうと努力 していますか』 ■ ア、よく努力している
⊂コイ、努力している

薗 ウ、あまり努力していない

囲 工、努力していない

0204060

D.『 日常生活の中で感動することがありますか』

80 100

郷

圏 ア、多くある

ロ ィ、ある

團 ウ、ほとんどない

囲 工、まった くない

020406080

E.『 嫌なことがあると、すぐ人のせいにすることが多いですか』

100

■ ア、多 くある

凹 イ、ある

Eミヨ ウ、ほとんどない

翻 工、まったくない

020406080

F.『 自分をよく見つめ、自分のよいところを伸ばそうとしていますか』

100

潔 繍 欝騰灘 懸1
■ ア、よく伸ばそうとする

Eヨ ィ、{串ばそうとする

恩 ウ、あまりしない

睡 工、しない

0204D6080100

G.『 学校外の生活で人に認められた り誉められたりしたことがあ りますか』

艦

,郵

.
急

.
艸

、

■ ア、多 くある

[コ イ、ある

医ヨ ウ、ほとんどない

囲 工、まった くない

O 20 40 60 80 100

ウ 実 態調査 の結 果の考察

・A、Fか ら、半数近 くの生 徒 は自己の目標 を認識 し、それ に向か って主体的 に考 え行

動 す る ことが依然 としてで きて いない。

・B、C、Gか ら半数近 くの生徒 は、集団 におけ る自他の よさを発 見 し、認 め合 うとい

う意識 が少 ない。その ため生徒 は、個性 を十分 に生か して い るとは言 えない。

・D 、Eか ら半数以上 の生徒 は、感動 した経験 や人間的 な触 れ合 いが少 ない。そ のた あ

生徒 は心豊 かに生活 を送 って いる とは言 えな い。
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② 具体 的な実践例

ア 教科 の学習 を通 して 一保健体育 ・器 械運 動の実践一A中 学校

(ア)ね らい

① 生 徒相互 の話 し合 いを中心 に 自己理解 を深 めさせ ると ともに、一 人一人 の よさを 伸 ば

す指導 を行 う。

② 主体 的 に授業 に取 り組ん でい ることを生徒 自身 に実感 させ、達成 感や成就感 を もた せ

ること。

③ 授業 で学 んだ ことが学校生活 に生 かせ るよ うにす る。

(イ1指 導 の工夫

① 意 欲的 に授業 に取 り組 ませ るたあに、学習 カー ドを作成 し、 目標 を設定 させ 目標達 成

に努 力 させ る。

② 一 人一 人 の 目標 にあ った場所 で、段 階的 に学習で きるよ うにす る。

③ 常 に新 しい技 術 に挑戦す るよ うに努力 させ る。

④ 自分 の番 が くるまで は、人 の技 を しっか りと見学 し、評価 し合 うよ う指導 す る。

⑤ 練習 内容 は、生徒 に考え させ、お互 いに協力 させ、教 師は援助 ・助言 の立場 とす る。

(ウ)学 習の流 れ

く 内 容 〉

1時 間 目～3時 間 目

4時 間 目～8時 間 目

9時 間 目～12時 間 目

指 導 計 画 の説 明 と体 操 、 グ ル ー プ作 り。

各 自 、練 習 計 画 に そ って の 練 習 。

10分 間 体 操 、 補 強 運 動 、30分 間 練 習 、5分 間 整 理 体 操 、5分

間 反 省 、学 習 カー ド記 入 。

連 続 して の技 の練 習 。

次 の技 に入 る時 に ス ム ー ズ にで き るよ う にす る 。

一 っ 一 っ の技 が しっか りとで き る よ うに完 成 す る
。

総 合 評 価 。

(⇒ 評価 の工夫

① 生徒 に課題 を持 たせ、段階 の工夫 によ って課題 が達成 で きた喜 びを多 く味 わえ るよ う

にす るQ

② 「で きる」「で きない」 が はっき りして きた り、恐怖心 が あ るた め、 や さ しい技 か ら

難 しい技 へ と発展 させ常 に意欲 的に取 り組 ませ る。

③ 自分 の能力を理解 させ ると ともに他 の人の よさを認め授業 が楽 しくで きるよ うにす る。

④ 学習 ・評価 カー ド(次 ペ ー ジ参照 を活用 す ることによって、個 々の生徒 に次 への 目標

を もたせ 、意欲的 に取 り組む よ うにさせ る。

㈲ 生 徒 の感想(原 文 のま ま)

① そ の時 間 にや った ことや、で きなか った ことが復習できるところがいい。自分のよか っ

た と ころや悪 か った ところ、他人の よか った ところがわか るので、 いい ところを も っと

伸ばす よ うに したい。

② その時 間 に何 を したかがわか り、記録 が残 るのでよか った。
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マ

③ その 日、 その時の 自分の成長 が、よ り多 くわか り、 で きなか った種 目に対 しての 自分

の 目標を変 えず で きたので とて もよか った。

④ 毎 回 自分 の目標 が もて たので とて もよか った。 そ して、 それが で きると、 とて も心 地

よ い達 成感が得 られ たの でよか った。

学 習 ・ 評 価 カ ー ド

学 習 カ ー ド 月 日 曜日氏名一 一} 氏 名 グ ル ー プ の 人 の 評 価

(どのような点で努力していましたか)

単元

1

項 目/内 容 取 り組 み(内 容)
†

1.()

本 時 目 標
■ †

2.()学 習 内 容

評価 カー ド(自 己評 価)
†

3,()

1

1.本 時 目標 達成 され たかABC

達 成 された点()

0り 学 習 カ ー ドと評 価 カ ー ドを 合 併 して 、

学 習 ・評 価 カ ー ドと して実 施 す る 。

ω 評 価 カ ー ド

Aさ れ た ・で き たBふ っ う

Cさ れ な い ・で きな か っ た

(ウ)グ ル ー プ の人 へ の評 価 … …

切 り取 り生 徒 に渡 す 。

2.役 割 自分 の役割 は果 たせたかABC

果 たせ た点()

3.克 服 度 どこまで克服 で きたかABC

克服 した点()

先生の助言

㈲ まとめ と今後 の課題

生 徒が、 自己を理解 し、役割 と責任 を果 たす ためには、生 徒一人一 人 に授業 にお け る

課題 を持 たせ 、「いま、何 を しな けれ ばな らないか」 とい うこ とを 自覚 させ ることによ っ

て、意欲 的に取 り組 ませ る必要 が ある。 また、生徒一人一人 が課題 を解 決 し、他 の生 徒

とと もに様 々な体験 を通 し、他 の生 徒を認 め大切 に してい くことによ って思 いや りの心

が育 っ。 この ような結果 か ら、生 徒 にはたえず何事 に も興味 や関心 を持 たせ る援助 ・助

言 が必要 であ り、何 よ りも、 目標を持 たせ体験 させ ることが大切 であ ると感 じた。

今後 は、授業 へ の意欲 的な取 り組みの姿勢 と体験的 な学習 が 、 日常 の生活 にお いて も

生 か され るよ うにす る ことが課題 で ある。
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イ 教科 の学習 を通 して 一国語 ・デ ィベー トを取 り入れ た学習 活動一B中 学校

げ)ね らい

① 様 々 な教材 の中か ら問題点 を探 し出 し討論 す ることで、発見 や疑問解 明 による学 習 実

感 を持 ち、個 の読 みを深 める。

② 根拠 に基づ いた意 見を発表 し、互 いの意見 を述 べ合 い、また、聞 き合 う中で異 な る考

えを理 解 し合 い、視 野 を広 げ る。

③ 自分 の考 えを多 くの人 に認 めて もらう努 力をす る ことで、 コ ミュニケ ー ション能 力 を

高 め、人間関係 の幅を広 げ る。

④ 一 定 のルールの下 で、役割(肯 定 側 ・否定側 ・審査員 ・司会進行)を 明確 に し、 目標

や責 任を もって討論 に参加す ることで、達成感 を味 わい、 自他 のよさを認識す る。

(イ)指 導 の工夫

① 主 体的 な理解 が深 まるよ うに、教 材の中か ら生徒 自身 に問題 点 を探 させ、 それを論 題

とす るデ ィベー トを行 わせ る。

② 取 り組み への意欲 を高 あ るために、 自他の希望 を もとに、役割分担 を させ る。

③ お互 いの立場 を理 解 させ るために も、様 々な役割 を経験 させ る。

④ 楽 しみ なが ら学 ぶ ために、審査 に よって勝敗 を明確 に決 める。

⑤ 視 野や人間 関係 を広 げ、多様 な意 見を引 き出す よ うに、論拠 の裏付 けにな るよ うな調

査 を させ る。

(ウ)授 業の流れ

あ らか じめデ ィベー トを行 うときに心 が けるべ き留意点 を はっき りさせ た上 で、身 近

なテー マで デ ィベー トを行 い、デ ィベ ー トの 目的や そのや り方 を理解 させてお く。

1時 限 目[論 題 を探 し、役割 を決定 す る]

その時点 で取 り組 んでい る教 材の中か ら、デ ィベ ー トの論題 にな りそ うな問

題点 を見 っ ける。

(今 回 は、「論語 」の中か ら正直 とい う事 にっ いて 孔子 が述 べ た内容 を取 り

上 げた。)論 題 に対 して、 デ ィベー ター(肯 定 側 ・否 定側)各5～6名 、 司 会

2～3名 記 答録3～4名 、 審

査(残 った者 全員)の 各 役割

を、 「希 望調 査 表」 を用 いて

決 め る。

2時 限 目[立 論 を考 え る]

デ ィベー ターは、 自分 た ち

の主張 の客観 的根拠を グル ー

プで原稿用紙 にまとめ、裏 付

けとなる資料集 あや下調 べ の

分担 を決 め る。

ディベーター以外は、論題 に

対 す る自分の意見をまとめる。

デ ィベ ー ト 配 置 図

○ ○ ○ ○ ○ ○

記録係 司会者 記録係

○ ○

○

○
肯 定 側

○

○

○ ○
ディベー ター デ ィベ ーター

○ 審査員 ○○ 審査員 ○○ 審査員 ○

○ ○○ ○○ ○

一
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3時 限 目[反 対尋 問の用意]

前時 で まとめた双方 の立論 を全員 に配布 し、比較検討 す る。 デ ィベ ー ター は

相手 の立論 にっ いて の反対尋 問を考 え る。 また、相手 の反対尋 問を想定 して 回

答を用意 す る。 デ ィベー ター以外 は、 自分 の役割 につ いて、心掛 ける ことや、

や るべ きことを考 え る。

4時 限 目[デ ィベ ー ト]

司会者 の進行 で、①立論② 反対尋 問(作 戦 タイ ムを挟ん で交互 に2回 ずつ)

③最終 弁論④審査 の順 で デ ィベ ー トを行 う。記録係 は、討論 の内容を記録 す る。

ω 評 価 の工夫

① 自分達 の討論 を冷静 に振 り返 り、検証す るために、後 で記 録 を読 み返 す。

② 発言者一 人一 人 のよさを認 め るために、審査用紙 に印象 に残 った人の意見を書かせ る。

③ 達 成度 を確認 す るために、「評価 カー ド」 を用 いて、 その時 間 の 目標 を 個 々 に立 て さ

せ、最後 に 自他の評価 を させ る。相互評価 の部分 は、後で切 り離 し、相手に渡す。 もらっ

た者 は、 ノー トもしくは台紙 に貼 って保管す る。

評価 カー ド

希望調査 表[]組 氏名[]

希望の役割 順位 適任者 理由

1

司 会

1

ディベー ター 肯

否

記 録

1

審 査

月 日 年

教科[]単 元[

本時 の 目標 〔

自分 の役割 〔

目標 が達成 された

役割 の責任 が果 たせた

積極 的 に参加 した

自分の良か った ところ 〔

今 日の授業 で良 か った人

理由

㈲ まとめ と今 後の課題

① デ ィベー トの準 備段 階か ら、生徒 が目標 に向か って 自分達 で活動 を進 めて いた。

② お互 いの発言 を しっか り理 解 しよ うとす る姿勢 が顕著 に見 られた。

③ 生徒一 人一人 が自 ら考 えて発言す る等 、主体 的な行動 が見 られた。

④ 特定 の生徒 のみが 目立っ傾向 があ り、審査 にまわ った生徒 は個 性を生 か しに くく、 全

て の生 徒が意欲 的に参加 した とは言 いに くい。

⑤ 論題が難 しす ぎると活発な討論 にな らないので、取 り上 げる問題を吟味す る必要 があ る。

⑥ 勝 敗 を争 う討論 が 日本人 の感性 にな じみ に くいので、楽 しめ る工夫 が必 要 であ る。

⑦ 他の教科 や領域 までデ ィベ ー トを広 ある ことによ って、生 徒一人一 人の個性 を大 切 に

した生活指 導 に取 り組 む ことが可 能で ある と思 われた。
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ウ 学校行事 を通 して 一合 唱祭の実践一C中 学校

(ア)ね らい

① 合唱祭 を通 じて 自己の個性を生か し、心豊 かに生 きる生徒 の育成 を図 る。

② 学校 行事(合 唱祭)を 実施 してい く過程 で生徒 に役割や責任 を持 たせ、 自己のよ さに

気付 かせて い くことに よって、他 を尊重 し、 自己の個性 を生か してい く態度を育成す る。

仔)指 導 の工夫

① 組織 的 な行事 への取 り組み の工夫

次の よ うな組織 をつ くり、生徒一人一 人に 自己の役割 と責任 を 自覚 させ る。

実行委員会 パ ー ト会

各パー ト

練習方法、 目標 の

話 し合い、毎日の

各自の反省(ノ ー

トに記入)輪 番で

他の人の反省を読

みそれに対するメッ

セー ジを書 く

指揮者

コンクール

全体 の企 画

運営、審査

↓ ↓

指揮者 とし

てす るべ き

ことや心 が

けること

↓

伴奏者

伴奏者 と し

てす るべ き

ことや心 が

けること

↓

企画班

各 自の目標を決

めさせる

歌 う曲想 につい

て調べ、 まとめ

る

練習方法、 目標

について決め る

↓

冊子作り

↓

←

対 策 委 員 会

・合唱にクラス全員が取 り組み、各自がクラスの一員としての自覚を持つための活動

・全校生徒に過去の発表の様子をビデオで紹介する

←

役割 や責

任 につい

て考える

教 師の支

援、 クラ

ス全体の

調整運営

↓

ク ラスをま

とめる

合唱祭 の運

営 をす る

↓

「
パー ト練習をすす

める

パー トのみんなを

まとめる

↓

みんなをま

とめ しっか

りと指揮 を

する

↓ ↓

強弱や テ ン

ポを工 夫 し

てみん なが

うま く歌え

るよ うに弾

く

曲想をまとめて

掲示する

それに もとつい

て練習を企画、

実施する

←

役割や責

任を明確
にする

↓

全員

↓

練習 ・活動

↓

合唱祭 ←感動(成 就感 ・自他のよさ発見)

↓

クラスをま

とめ られた

全員が歌 っ

て くれた

パ ー ト リー ダー と

して十分 な活躍 は

で きなか った

不十分だが

真剣に取 り

組んだ

少 しまちが

い もあった

が落 ち着 い

てできた

曲想にっ いて掲

示 した

それを中心に練

習で きた ←

「

役割や責

任につい
ての評価
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② 合唱祭 の 目的 を理解 させ、意欲的取 り組 みへの動機 づ けをす る。

生徒 の対策委員会 が、全校生徒 に過去 の発表 の ビデオを視聴 させた り、意欲 的 に参 加

す るよ うな呼 び掛 けを行 った りして、合 唱祭 の 目的を理解 させ る。

(ウ〉 評価 の工夫

① 各 自がそ の役割 や責任 を果 たそ うと努力 して いるかを次 のよ うな評 価 カー ドを使 い、

生徒 に検 証 させ る。 その 評価 カ
ー ド 年 組 番 氏名

結果 を対 策委員会 に発 表 一 一 一
◎ 自分の役割や責任をきちんと果たせますか。させ

、反 省点を、次 の練

習 に生 かす ようにさせる。

② 事後 の感想を書 かせ、

取 り組 みの過程 で困 った こ

と、っ らか った ことな どを

どのよ うに して乗 り越 え ら

れたかを考 え させ ると と も

に、達成 感、成就 感、満 足

感 が得 られ たかを検 証 させ

る。

評価 よ か っ た点 悪 か った点

(1)自 分の果 たす役 割 A

を十 分 に理 解 しま し B

た か 。 C

(2>役 割 を 果 た そ う と A

努 力 で き ま した か 。 B

C

(3)苦 手 な こ と、 で き A

な か った こ とが で き
B

る よ うに な り ま し た
C

か 。

(4)自 分 の長 所を みん A

なのため に生 か す ご B

とが で き ま したか 。 C

(5)み ん な と協 力 して A

や ろ うと しま したか 。 B

C

(6)自 分 の果 たす 役割 A

を十分 に理解 しま し B

た か 。 C

③ 「ア ンケー ト」調査 ・… 次の よ うな質問 を生徒 に投 げか け、行事 を通 じて知 るこ との

で きた自分 の長 所 は何 だ ったかを明確 にさせ る。 また、今後 それを どの よ うに役立 て、 伸

ば して い った らよいかを考 え させ る。
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合唱祭の反省 年 組 番 氏名

<1>あ なたは 自分 の役割や責任を どのよ うに果 た しま したか。 また、果 た そ う

とどの よ うな努力 を しま したか。以前 に書 いた 「役割」「責任」 を よ く読ん で 、

自分の活動 と照 らし合わせて記入 してみま しょう。

〈2>あ なた は合 唱祭で果 たす ことがで きた 自分の行動 を今後 の学校生活 に どの

よ うに生か して いきますか。具体 的に記 入 して下 さい。

(⇒ 生徒 の感想 と自己評 価(原 文)

① みん なの 「和 」の中 に入 れたよ うな気 が しま した。 そ して少 しだ け団体 生活 とい う も

のがわか って きた よ うな気 が します。 これか らもあ と一年 、何事 に も一生 懸命 に取 り組

んで いきたい と思 います。

② ふ ざけた り落 ち込 んで いる人 がいた ら、声をか けた り した いと思 う。人 の役 に立 っ こ

とな ら、小 さな事 で も、実行 してい こうと思 う。

③ 自分の考 えや言 いたい ことを今 まで以上 に人 に伝 え られ た らいい と思 います 。今 回 の

合 唱祭で、友達 が私 よ りもなにげな くみん なに声 をかけて、 や る気 に させ ていたの で、

私 も合唱祭 だ けで な く、他 の小 さな事で もいいか ら積極 的 に取 り組 んで、 みんなの や る

気 がで るよ うに努 力 しよ うと思 います。

④ 一 っ の事 をみん なで協力 して頑 張 って いける と分 か ったのだか ら、 これ か らは大 きな

行事 に限 らず、 日常生活(班 の活動 な ど)で もみんな と協 力 して、や って い きた い と思

う。

⑤ みん な と協力 す る ことも私 の役割 の一 っ だ と思 います。 それ がで きたの で、 これ か ら

もいろん な ことが ある と思 うがみん なと協力 し、 自分 もいろん な ことに努力 して い きた

いと思 います。

⑥ 「だ めだ」 と思 わず に、最後 までみん なと一生懸命 や ったか ら自分 の行動 に も 「自信」

を持つ。

㈲ ま とめ と今後 の課題

今回 は合 唱祭 とい う一 っの行事 に焦点を絞 り、役割 を考 えさせ、その役割 に対 して責

任を持 たせて い く指導 を行 った。 その中 では生徒 の反 省、 自己評価 に表 れて いるよ うに

一定 の成果 が あ った と判 断で きるのではないだ ろ うか
。 ただ頑 張 った とか 、楽 しか っ た

だ けでな く自己の学級 内での役割を認識 し、その実行 に努 めた生 徒が多 く、合唱祭 を通

じて充実感 や満足感 を もって終わ る ことがで きた。協 力す る ことの大切 さやそ の難 しさ

にっ いて子 供 たちは多 くの ことを学 び合 うことがで きたよ うに思 う。特 に、途 中 で何 回

か 自己の役割 を実行 して いるかを検証す るため に書 かせ たア ンケ ー トと、 それ に対 す る

今後 の活動 を考 え させた ことは、効果的 だ った。

生徒 の反 省 にあ るよ うに、生徒 は行事 のあ と も学校 生活 の別 の方面 で一生 懸命 に取 り

組み たい、頑張 ってい きたい など と意欲 と主体性 を示す よ うにな った。 しか し、平 常 の

学校生活 の中 において、他 を尊重 し、 自己の個性 を生か してい こ うとす る態度 の伸 長 を

図る実践的な方策を研究 し学級運営に生か していくことは、今後の課題であるといえよ う。
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5研 究の ま とめ と今後 の課 題

生 活指導 分科会 で は、教 育課題 の研究主題 に基 づ き、教育 への今 日的課題や生徒 の姿 か ら、

副主題 を 「自己の個性 を生 か し、心豊 かに生 きる生 徒の青成」 と設定 し、生徒 の実態調 査 を

行 い、仮説 を設 定 した。その仮説 を もとに、各教科 及 び特別活動 の二 つの分野 で、生 徒一 人

一人 に体験 的な活動 を通 して
、 自己理解 を深 め させ、 自己向上へ の意欲 を もたせ るため、 教

師 が生 徒の活動 目標 の決定 や課 題 ・役割 の選択 を援助 す る実践 と指導 の工夫 をす ることで、

副主題 の具現化 を図 った。

その実 践研究 の成 果 と して、次の ことが挙 げ られ る。

生徒 は、 自己の 目標を明確 に して活動 に取 り組 む ことに よ って、生 き生 き と目標 を 目指 し

て行動 し、意欲 的 に問題解決 を図 るよ うにな った。 その結果 、新 たな問題 に対 して も積 極 的

な姿勢 を もち続 け る生 徒が増 えて きた。 さ らに、集団 の中で 自己の よさを生 かす には どの よ

うに した らよいか、 どの よ うな役割 を果 たせ ばよいか、 とい うことを考 えて行動す る姿 が多

く見 られ るよ うにな った。 その行動 の中で、 自分が どのよ うに他 に役立 ったか とい うこ と も

自覚 で きるよ うにな って きた。っま り、 この ことは自己評価 の力が高 ま って きたのであ り、

その ことが、 自分 の力 はどのよ うな ものか とい う、 自己理解 を深 め る ことにっ なが った と も

いえ る。生徒間 で も、積極的 な意見交換 が見 られ るよ うにな り、他者の言葉 に耳を傾 け、 自

らを よ りよ くしよ うとい う意欲 も見 られ るよ うにな った。 さらに、教 師 の適切 な助言 や援 助

が、生徒 の活動 の質 を高 め るために重要 で ある こと も分 か った。

この研 究実践 を通 して、 めざす生徒像 であ る① 「目標 を確立 し、その達成 のた めの行 動 を

選択 し、決 定で きる生徒 」② 「自分 の良 さを生 かす とと もに、他 の人を尊重 で きる生徒 」 の

姿 が見 られ るよ うにな って きた とともに、め ざす学 校像 であ る① 「人間的 な触 れ合 いを基 盤

と した教育 がで きる学校 」② 「生徒 の個性 ・適性 を的確 に とらえ、生 かす ことので きる学校」

に も近 づ いて きたと思 え るので ある。

今後の課題 と して は、次 の五 点が挙 げ られ る。

(1>心 豊か に生 きる生徒 の育成 を めざ し、 どの実践 にお いて も評価 カ ー ドを使 用 したが 、 さ

らに工夫 ・改善 をす る必要 が ある。

② 教 科 の学習 を通 した実践 で は、教科 の達成 目標 と生活指導 のね らい との関連 を ど う図 っ

てい くか が課題 となる。

(3>生 徒 を主体 と した授業 にお いて、教 師が どのよ うな場面 で援助 や助 言を した らよいか を

的確 にっ かむ必 要が あ る。

(4)生 徒 の興味 ・関心 と、具体 的 な生徒 の活動場面 を どのよ うに結 び付 けた らよいか工 夫 す

る必 要 があ る。

(5)教 科 や特別 活動 を問 わず、 どの活動場面 で も自己を生かせ る生徒 を育成す るための 指導

の工 夫 が必 要で あ る。

これ らの事柄 にっ いては、今後 と も実践 を通 して研 究を積 み重 ね、指 導方法等 の工 夫 ・改

善 を図 って いきたい。
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